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もう１０年以上も前のことでしょうか…。（どのくらい前のことか、はっきりと覚えてい

ません。）

ＪＲ明石駅で姫路方面に向かう電車を待っていた時のことです。

目の不自由な方が電車を待っていましたが、乗車口とずれた位置で電車を待っていました。

このままでは、電車にうまく乗ることができないかも知れません…。電車と接触して、大き

な事故になるかも知れません…。というような状況でした。そこで迷ったことは、「声をか

けて一緒に電車に乗り込みたい…でも…、何と声を掛ければよいのか…わからない。」とい

うことでした。電車がホームに入ってくるまでの数十秒間、とても迷いましたが、「電車に

乗られますか？」と尋ねました。「はい。」という返事をもらったので、「一緒に乗りましょ

う。」と返しました。その方の腕を持って、一緒に乗り込みました。（→きっと、私が腕を持

つという対応は間違いですね。）「（ホームと電車の）すき間がありますよ。」「中に入りまし

たよ。」と声を掛けながら、何とか車両の中に入ることができました。

その方に対して、「何かできることがあれば…」とは思いますが、なかなか（声を掛ける

のに）勇気がいるものですね…。

アイマスク体験（４年生）

１月２８日（火）５校時、４年生が「アイマス

ク体験」を行いました。アイマスクとは、ご存じ

のように、両目を覆い周りの物が見えないように

するものです。児童は、〈アイマスクを着けて見

えない状況になる児童〉と〈声を掛けて案内する

児童〉でペアになり、校舎内を歩きました。アイ 【体育館でのアイマスク体験】

マスクを着けた児童は、「周りの物が見えない中

で歩く不安な気持ち」を体験し、案内をした児童

は、「横で案内する難しさ」を体験することがで

きました。

４年生の児童は、２月７日（金）には、「点字学

習」にも取り組みました。これらの体験により、

周りの人を想う気持ちが高まることを願っていま

す。

【校舎内でのアイマスク体験】

【「点字」の一例】 （裏面へ続きます）

しろっこだより



冬みつけ（１年生）

２月５日（水）５校時、１年生児童は、生活科の学習「冬みつけ」の一環として、浜田第

２公園へ行きました。雪が舞い散る中でも元気いっぱいに学校を出発し、冬の公園を観察す

ることができました。

暖かい季節と比べて、自然（虫・木・葉・気温 等）の様子はどうなっているのか…とい

う視点で細かく観察をすることができました。季節ごとに、いろいろな発見ができるといい

ですね。

【公園を細かく観察する１年生】

２月の生活目標は… 「友達を思いやって最高の学校にしよう！」です。

思いやりのある行動ができたら（行動を感じたら）、

羽根に書いて、１階の掲示板に貼っていきます。城西

小学校には、優しい言葉かけや思いやりのある行動が

いっぱいです。その言葉や行動に気付いて、大きな羽

根を広げてくれるとうれしいですね。

右の写真には、友だちからの声かけが書かれています。→

【寒い季節の名言（名句）】

「寒いね」と話しかければ「寒いね」と答える人のいるあたたかさ
（詩人：俵万智「サラダ記念日」より）

身も心も冷え切るような厳しい寒さの中でも、「寒いね」と話しかければ「寒いね」

と、そのまま返事をしてくれる人が身近にいる。それだけであたたかくなるように感

じるものですね。

〈令和６年度末・令和７年度初めの予定〉

☆ ３月１８日（火） ３学期給食最終日

☆ ３月２１日（金） 卒業証書授与式

☆ ３月２４日（月） 令和６年度 修了式

（３月２５日（火）～４月６日（日） 春季休業日）

☆ ４月 ７日（月） 令和７年度 第１学期 始業式

☆ ４月 ８日（火） 令和７年度 入学式

☆ ４月１１日（金） １学期給食開始日


